
わ
る
地
蔵
菩
薩
で
す
。
お
腹
に
裳
の
一
部
や
結
び
紐
が

装
飾
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら「
腹
帯
地
蔵
」と
呼
ば
れ
、

古
く
か
ら
安
産
・
求
子
祈
願
の
霊
像
と
し
て
信
仰
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
利
益
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
平
安
時
代
中
期
の
こ
と
。
第
55
代
文
徳
天
皇
の

皇
后
・
藤ふ
じ
わ
ら
の
あ
き
ら
け
い
こ

原
明
子（
染
殿
皇
后
）が
長
く
皇
子
に
恵
ま

れ
ず
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
祖
神
で
あ
る
春
日
明
神
か

ら
ご
神
託
が
あ
り
、
こ
の
地
に
祈
願
に
訪
れ
ま
す
。
す

る
と
ほ
ど
な
く
懐
妊
し
、
無
事
に
惟こ
れ
仁ひ
と
親
王
を
安
産
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
喜
ん
だ
文
徳
天
皇
に
よ
り
伽
藍
が
整

え
ら
れ
、
ま
た
寺
号
も
、「
無
事
安
産
し
腹
帯
が
解
け
た

寺
」の
意
か
ら「
帯
解
寺
」と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
惟
仁
親
王
は
、
後
に
清
和
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ
た

方
。
武
家
の
名
門
・
清
和
源
氏
は
、
こ
の
清
和
天
皇
の

流
れ
を
汲
み
ま
す
。
当
寺
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
も
代
々

将
軍
家
か
ら
の
庇
護
を
受
け
ま
す
が
、
そ
れ
は
こ
の
こ

と
と
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
倉
本
住
職
。
特
に

江
戸
時
代
に
は
、
徳
川
2
代
将
軍
秀
忠
の
正
室
お
江
の

方
、
3
代
将
軍
家
光
の
側
室
お
楽
の
方
も
求
子
祈
願
に

訪
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
無
事
に
、
世
継
ぎ
を
安
産
し

て
い
ま
す
。

厚
い
信
仰
に
守
ら
れ
た
寺
宝

　

豪
壮
な
山
門
を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
左
手
に
あ
る
手
水

鉢
は
、
寛
文
2
年（
1
6
6
2
）
に
徳
川
4
代
将
軍
家

2021年 第20号すみれタイムス 発行：株式会社 公益社
〒630-8113　奈良市法蓮町413番地
TEL/0742-23-2115 
FAX/0742-26-3338
http://www.narakoueki.co.jp/
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皇
室
や
将
軍
家
か
ら
も
信
仰
さ
れ
た
霊
場

　

安
産
・
求ぐ

子し

祈
願
の
霊
場
と
し
て
、
全
国
か
ら
参
拝

者
が
訪
れ
る
帯
解
寺
。
昭
和
34
年（
1
9
5
9
）に
は
、

当
時
皇
太
子
妃
だ
っ
た
美
智
子
さ
ま
ご
懐
妊
に
際
し
、

東
宮
御
所
に
伺
候
し
て
安
産
岩
田
帯
を
献
納
し
た
こ
と

が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
現
在
も
、

皇
族
方
ご
懐
妊
の
度
、
安
産
岩
田
帯
な
ど
を
献
納
し
て

い
ま
す
。
倉
本
堯ぎ
ょ
う

慧け
い
住
職
は「
当
寺
は
昔
か
ら
、
皇
室

や
将
軍
家
の
安
産
や
ご
懐
妊
を
祈
願
し
て
き
た
寺
で

す
。
明
治
の
廃
仏
毀
釈
以
降
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、

上
皇
后
陛
下
が
、
そ
の
ご
縁
を
結
び
な
お
し
て
下
さ
い

ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

寺
伝
に
よ
る
と
、
寺
が
創
建
さ
れ
た
の
は
奈
良
時
代

の
終
わ
り
頃
。
弘
法
大
師
の
師
・
勤ご
ん
操そ
う
大
徳
に
よ
り
、

高
円
山
一
帯
に
大
伽
藍
を
構
え
た
巌い
わ
渕ぶ
ち
寺で
ら
の
一
院
と
し

て
、
霊れ
い
松し
ょ
う

庵あ
ん
の
名
で
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
本
尊
は
、
弘

法
大
師
が
女
性
の
安
産
と
守
護
を
願
い
造
立
し
た
と
伝

綱
が
寄
進
し
た
も
の
。
境
内
に
は
ほ
か
に
も
、
庶
民
ら

が
寄
進
し
た
十
三
重
石
塔
や
石
燈
籠
、
石
柱
な
ど
が
あ

り
、
貴
賤
を
問
わ
ず
厚
い
信
仰
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
こ

と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

寺
は
た
び
た
び
戦
火
に
遭
い
、
ま
た
安
政
の
大
地

震
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
て
お
り
、
現
在
の
本
堂

は
安
政
5
年（
1
8
5
8
）
の
再
建
。
棟
続
き
の
収
蔵

庫（
内
陣
）に
祀
ら
れ
る
本
尊
・
地
蔵
菩
薩
像
は
、
片

足
を
岩
座
か
ら
踏
み
下
げ
る
半
跏
像
で
す
。「
半
跏
の

お
姿
に
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
で

も
苦
し
ん
で
い
る
人
の
元
へ
行
き
ま
す
よ
と
い
う
、
御

意
思
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
」と
倉
本
住
職
。
像
高
は

1
8
2
・
6
㎝
あ
り
、
多
く
の
女
性
を
見
守
っ
て
き
た

尊
顔
は
理
知
的
な
が
ら
、
輪
郭
は
ふ
く
よ
か
で
、
包
み

込
む
よ
う
な
や
さ
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
63
年
に
は
信
徒
会
館
清
和
閣
が
、
平
成
20
年
に

は
護
摩
祈
祷
殿
を
備
え
た
新
御
堂
が
落
慶
し
て
お
り
、

春
・
秋
の
特
別
公
開
期
間
は
清
和
閣
で
、
室
町
時
代
の

春
日
赤
童
子
画
像
や
三
面
六
臂
の
大
黒
天
像
な
ど
の
貴

重
な
寺
宝
が
特
別
開
帳
さ
れ
ま
す
。

小
野
小
町
と
、
地
域
で
親
し
ま
れ
る
祭
り

　

多
く
の
女
性
を
守
護
し
て
き
た
帯
解
寺
で
す
が
、
平

安
貴
族
で
美
女
の
ほ
ま
れ
高
い
小
野
小
町
も
そ
の
ひ

と
り
で
す
。
門
前
の
道
は
、
古
く
は
上
ツ
道
、
近
世
に

は
上
街
道
と
呼
ば
れ
た
旧
街
道
で
、
京
か
ら
石い
そ
の
か
み
で
ら

上
寺
の

すみれ倶楽部会員様に年２回、日々の暮らしをちょっと楽しくしてくれる、素敵な情報をお届けしています。

僧そ
う
じ
ょ
う
へ
ん
じ
ょ
う

正
遍
昭
の
元
へ
通
っ
た
小
町
も
、
た
び
た
び
帯
解
寺

に
立
ち
寄
っ
た
と
い
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
小

町
は
天
然
痘
を
患
い
、
整
っ
た
顔
立
ち
は
疱
瘡
で
ゆ
が

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
小
町
は
、
こ
れ
で
は
も
う
遍
昭
に

会
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
嘆
き
ま
す
が
、
本
尊
地
蔵
菩

薩
の
慈
悲
に
よ
り
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

縁
か
ら
境
内
に
は
小
町
之
宮
が
置
か
れ
、
江
戸
の
一
時

期
か
ら
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
に
再
建
さ

れ
ま
し
た
。
例
年
4
月
24
日
の
小
野
小
町
忌
で
は
、
祠

の
前
で
法
要
が
営
ま
れ
、
小
野
小
町
像
が
特
別
開
帳
さ

れ
る
ほ
か
、
本
堂
南
側
で
日
本
舞
踊
坂
本
流
に
よ
る
七

小
町
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
7
月
23
・
24
日
の
帯
解
子
安
地
蔵
会
式
大
法
要

で
は
、
ほ
ら
貝
を
響
か
せ
な
が
ら
、
時
代
衣
装
を
身
に

付
け
た
行
列
が
紅
白
の
岩
田
帯
を
持
っ
て
町
中
を
歩
く

「
岩
田
帯
練
供
養
」が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
動
画
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
み
や
び

や
か
な
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
倉
本
住
職
は

「
ど
ち
ら
も
大
変
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
う
法
要
で
す
。

今
年
は
み
な
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
は
か
な
い

ま
せ
ん
が
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
し
て
く

れ
て
い
る
行
事
。
こ
れ
か
ら
も
、
ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た

い
」と
話
し
ま
す
。

　

帯
解
寺
が
あ
る
一
帯
は
、
奈
良
公
園
の
よ
う
な
観
光

地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
に
境
内
に
は
、
信

仰
の
場
と
し
て
の
厳
か
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。
周
辺

に
は
今
も
、
細
い
路
地
が
縦
横
に
入
り
組
む
昔
な
が
ら

の
町
割
り
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
拝
観
後
は
旧
街
道
を

気
ま
ま
に
散
策
し
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

▲ �手水鉢

▲ �十三重石塔

 

子こ

安や
す

山ざ
ん  

帯お

び

解と

け

寺で

ら

拝観データ �
住　所／奈良市今市町734
電　話／ 0742-61-3861
拝観料／ 400円 

　　　  （春・秋の特別秘仏公開
期間中は500円　　　）

駐車場／ 70台

【行事案内】
3月上旬	 春季特別秘仏公開
4月24日	 小野小町忌
7月23・24日
	 帯解子安地蔵会式大法要
11月	 秋季特別秘仏公開
※�2021年は小野小町忌、帯解子安地

蔵会式大法要は拝観できません。

●

●

都南
中学校 帯解

小学校

地
蔵
院
川

至奈良

至天理IC

至R24

北之庄南

帯解寺
卍

帯
解
駅

754 169

上三橋

▲ 小町之宮

▲ �本堂

ようこそ お寺へ



菊水楼　和食・うな菊　※近鉄奈良駅より車で 3 分�
明治 24 年創業で国の登録有形文化財に指定されている老舗料亭です。�

お通夜・ご葬儀のお食事の配達をご希望の方は弊社からご紹介させていただけます。

リガーレ春日野　※公益社ほうれん会館より徒歩 5 分 
レストランでのお食事だけでも可。すみれ倶楽部提携店ですので�

法要やお食事をご希望の方は弊社にご連絡くださればご紹介させていただきます。

　　　　釜めし 志津香　公園店 ※近鉄奈良駅より車で 3 分
	 大宮店 ※近鉄奈良駅より車で 5 分

すみれ倶楽部提携店です。�
1 つ 1つ直火で炊き上げる香ばしい釜めしが評判の行列のできる人気店です。

メモリアルホール登美ヶ丘

〒630-0115 生駒市鹿畑町64-1　　  0120-51-0112
ほうれん会館・公益社本社

〒630-8113 奈良市法蓮町413番地　　  0120-23-2115
ならやま会館

〒630-8105 奈良市佐保台1-3574-4　　  0120-71-4211

　
キ
レ
イ
を
便
利
に
楽
し
く
！

　
大
満
足
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
。

　
お
見
積
り
無
料
。

　
お
掃
除
の
プ
ロ
に

　
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
生
活
用
品
の
販
売
、
レ
ン
タ
ル
や
家
事
代
行
、

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
健
康
食
品
、
住
ま
い

の
補
修
サ
ー
ビ
ス
、
害
虫
獣
の
駆
除
ま
で
幅
広
く

対
応
！

　
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
で
日
々
の
暮
ら
し
を
お
助
け

い
た
し
ま
す
。

　
大
切
な
家
族
の
旅
立
ち
。

　
皆
様
の
思
い
を
形
に
す
る

　
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
は
か
け
が
え
の
な
い
家
族
で
す
。
そ
ん

な
ペ
ッ
ト
の
ご
不
幸
に
際
し
、
安
心
し
て
お
任
せ

い
た
だ
け
る
ペ
ッ
ト
の
火
葬
専
門
業
者
で
す
。

　
生
花
と
と
も
に
火
葬
車
で
ご
自
宅
ま
で
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
に
天
国
へ
行
け
る
よ
う
に
お
手

伝
い
し
ま
す
。

提
携
店
の
ご
紹
介

提
携
店
の
ご
紹
介

株
式
会
社
ダ
ス
キ
ン
山
城

ペ
ッ
ト
メ
モ
リ
ア
ル
優
華

あん
な店　

　こんな店
あん

な店　
　こんな店

会員特典
全サービス
8％OFF

会員特典
●�「公益社からの紹介」とお伝
えいただいたお客様に限り、
料金から10％OFF

●�小さな遺骨を納めること
ができる遺骨ペンダント
をプレゼント

ダスキン菅原支店
フリーダイヤル：0120-266-652
住所：奈良市菅原町647-3
営業時間：9:00 ～ 17:00�
定休日：土・日・祝

ダスキン精華支店
フリーダイヤル：0120-181-812
住所：京都府相楽郡精華町北稲八間野田11-1
営業時間：9:00 ～ 17:00�
定休日：土・日・祝

ペットメモリアル優華
フリーダイヤル：0120-870-094
住所：奈良市菅原町259-2
営業時間：24時間
定休日：無休

★対応エリア：	精華支店→京都府
	 菅原支店→奈良県
　一部ご利用できない地域があります。
　詳しくはお問い合わせください。

https://duskinyamasiro.co.jp/
MAIL  8003238BM@mail.duskin.co.jp

★対応エリア：	奈良県、京都府、大阪府
　�地域によっては有料地域となります。	
詳しくはお問い合わせください。

https://www.petmemorialyuka.com/
MAIL  info@petmemorialyuka.com

コロナに打ち勝て！ 第２弾

～頭の体 操～ 漢字ナンクロクイズ

Ａコース  老舗料亭 菊水楼 和食 
� お食事チケット 10,000 円分を 3名様

Ｂコース  老舗料亭 菊水楼 うな菊 
� お食事チケット 10,000 円分を 2名様

Ｃコース  ホテル リガーレ春日野 レストラン ソレイユ 
� お食事チケット 5,000 円分を 5名様

Ｄコース  釜めし 志津香　公園店・大宮店 
� お食事チケット 3,000 円分を 7名様

※各店舗とも店内でのお召し上がりのみご利用いただけます。

クイズ正解者の中から抽選で公益社協力店のいずれかで使えるお食事チケットをプレゼント！ 
下記の店舗より第2希望までお選びください。

漢字ナンクロの解き方
クイズ盤の下にある文字を使
い言葉を完成させてください。
同じ数字のマス目には同じ漢
字が入ります。ただし、使用し
ない漢字も含まれています。
正解者の方には、抽選で素敵
なプレゼント
が当たります。
是非挑戦して
みてください。

クイズ正解者はハズレなし♪ 締切 5月7日（金）必着

脱 1 6 高 5 質
7 2 動 9 8

5 9 2 楽
6 食 4 4 械

密 3 5 7 店
入 3 血 兵

商 5 棚 8 1 4

公 器 量 法 機 益 能
性 鹿 出 品 水 佐 輸 7 5 1 9

クイズの答え上記4コースが外れてしまった方もご安心ください。
皆様にもれなく井上企画・幡のガーゼハンカチ（バン
ビ柄）をプレゼントいたしますのでハズレなし！

応 募 方 法�
①クイズの答え　②希望コース（第１希望・第２希望）　③会員番号　④お名前　⑤ご住所　
⑥お電話番号　⑦すみれタイムスへのご意見・ご感想をご記入の上、官製ハガキもしくは
FAXでご応募ください。

応募先 �〒630-8113 奈良市法蓮町 413 
㈱公益社 すみれ倶楽部事務局 係

ＦＡＸ 0742-26-3338
当選の発表は発送を持って代えさせていただきます。

■ すみれタイムス 19 号　クロスワードパズル　答え『てあらいうがい』　沢山のご応募誠に有難うございました。
　 頂いた貴重なご意見、ご感想を 1件ずつ拝読いたしました。今後のすみれ倶楽部の活動に反映出来るよう、スタッフ一同尽力して参ります。

①クイズの答え
②希望コース�
　第 1希望�
　第 2希望
③会員番号
④お名前
⑤ご住所
⑥お電話番号
⑦ご意見・ご感想
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協力店紹介コーナー♪

新しく
提携店に
なりました

新しく
提携店に
なりました

　会員様におかれましては、
この災禍にあってご苦労も
多いかと拝察いたしており
ます。
　さて、この度は新型コロナ
ウィルスが拡大している状
況を受け、今回計画しており
ました滋賀県びわ湖方面へ
のバス旅行を中止すること
といたしました。新型コロナ
ウィルスに対して、会員様の
安全面を第一に考慮し直前
まで対策を考えて参りました
が、感染の可能性が懸念され
る中での苦渋の選択ですの
でご賢察ください。
　楽しみにしていただきまし
た会員様には申し訳ござい
ませんが、何卒ご理解のほど
よろしくお願いいたします。

すみれ倶楽部からの
お知らせ


